
論点② ケアマネジャーの業務負担軽減

論点②

（オンラインモニタリングの推進）

◼介護サービスの利用者が増加するとともに、高齢者の抱える課題が複雑化、複合化するなど、ケアマネジャーの役割

の重要性が増大する一方で、ケアマネジャーの従事者数は横ばい傾向にあり、個々のケアマネジャーの負担の増大が

見込まれる。

◼そのような中にあっても、利用者のために質の高いケアマネジメントを実現するためには、ICTの活用等による個々

のケアマネジメント業務の効率的な実施とともに、業務の実態に応じて報酬上の評価を適切に行うことが必要。

◼一方で、令和６年度介護報酬改定において、オンラインによるモニタリングの実施を認めたところであるが、普及が

進んでいないところ。

◼このような状況の中、ケアマネジャーの業務負担を軽減するとともに、適切な報酬上の評価を行うため、どのような

方策が考えられるか。

（介護予防支援の業務の簡素化）

◼令和７年１２月の介護保険部会の意見書においては、「介護予防ケアマネジメントについては、アセスメントの結果

に基づくケアマネジメントプロセスの効率化を図ってきていることを踏まえ、介護予防支援のプロセスについても効

率的な実施に向けた検討が必要」とされたところ。

◼今後、介護予防支援のプロセスの効率化を図るため、どのような方策が考えられるか。
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